
輪血用血液製剤でHBVく8型肝炎ウイルスJ感染が疑われた事例-
く1 1月26日報告Iについて

1.経繰

平成1 6牢1 1月26日.日本赤十字社から輸血く新鮮凍結血梁IによるHBV感
染の疑い事例で患者が死亡した症例の報告があったo

2.事例

70歳代の男性.原疾患は消化器腫癌く転移性肝癌を含むo l o平成1 6年3月1

2日から15日まで4日間に亘り,プロトロンビン時間延長のため,輸血を く新鮮凍

結血衆合計3 6単位2 3本1受ける.

輸血前の血液検査く2月28E7Jでは, HBs抗原検査陰性であったが,平成1 6

牢1 0月4日に肝機能検査値異常がみとめられ,黄痘を呈したため- 1 0月8日に検
査したところ, HB s抗原陽性, HB s抗体陰性が確認され-急性B型肝炎と診断さ
れたo l l月1 7日に右大量胸水を呈した後,呼吸状態悪化により死亡したo またl

平成1 5年5月の手術の際にも新鮮凍結血衆2単位2 2本ー赤血球MAP 2単位3本
の輸血を受けている.

3.状況
くり輸血された血液製剤について
0 当該患者には平成1申年3月の輸血時に2 3人の供血者から採血された新鮮凍
結血紫を輸血oまた,平成1 5年5月に2 5人の供血者から採血された新鮮凍結
血寮及び赤血球MA Pを輸血.

CZJ平成1 6年3月輸血の供血者と同-の供血者に由来しl同時に製造された原料
血寮は2本が確保, 1 0本は使用済み,新鮮凍結血梁1 0本及び赤血球MAP 2

3本は全て医療機関に提供済みo
Cil平成1 5年5月輸血の供血者と同-の供血者に由来し,同時に製造された原料
血衆2 1本は使用済みl新鮮凍結血渠6本及び赤血球MAP 2 2本は全て医療機
関に提供済みo

く2フ4 8人OI供血者について

O 平成1 6年3月の輸血時の供血者23人のうち- 18人が再献血し,再献血時
の検査結果は1 6人がHBV関連検査陰性- 1人はHB c抗体はE I A法陽性,

Hl法陰性, HBs抗体ぐEIA法I陽性 くNAT及びHB s抗原陰性1であ
ったo なお,この1人の献血時のHBc抗体はEIA法で陽性, HBs抗体も
陽性であったく平成1 9年1 0月1 8日現在ー残る5人のその後の来所なしうo

eJ平成1 5年5月の輸血時の供血者25人のうち, 21人が再献血し,再献血時
の検査結果はH B V関連検査陰性であったく室盛上旦生旦-9遥-土旦旦腰塵,残
る4人のその後の来所なしI o

く31供血者個別NATの試験結果

O 平成1 6年3月の輸血時の供血者2 3人の供血時の保管検体について,個別N
ATを実施したところ,すべて陰性であったo

el 平成1 5年3月の輸血時の供血者2 5人の供血時の保管検体について-
ATを実施したところ-すべて陰性であったQ

4.今後の対応
くり 供血者48人のうち, 9人の再献血.検査に係るフオロ-を行う.
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個別N


